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いま沖縄大学で何が起きているのか？

新入生のみなさん! オリエンテーションで沖大学生自治会

について｢危険団体｣｢関わってはいけない｣などと言われている

かもしれません。それは、沖大学生自治会が学則の改悪や学生

自治をめぐって沖大当局と闘ってきたからです。

沖大当局は2013年に学生に黙ってビラまき禁止の学則をつく

りました。これに対して上のメッセージにもあるように多くの

沖大生が怒りの声を上げています。大学でビラまき禁止なんて

ありえない！ 共に大学を変える闘いに立ち上がりましょう！

新入生歓迎企画

講師 坂野陽平さん（全学連書記長）

日時：４月１４日（木）午後６時半（６時開場）

会場：ＪＡおきなわ真和志支店 ３階会議室

（＠東京）

【4月28日（木）行動要項】

☆法大包囲デモ・法政大学市谷キャンパス

12時半集合、13時半～デモ出発

☆国会・霞ヶ関デモ ・JR新橋駅・SL広場

15時半集合、18時半～デモ出発

●５月14日(土）～ひめゆり平和資料館を見学～ 15時 県庁前から那覇市･国際通りをデモ

～18時 ｢復帰｣44年-５･14沖縄集会

●５月15日(日) ～午前 普天間基地と嘉手納基地を見学～沖縄県民大会に参加

～18時 全国学生交流集会

●５月16日(月) 沖大集会と那覇市内デモ(予定)

毎週金曜日に学生自治会執行部会議を行っています！
執行部会議に参加したい方は連絡をお願いします。学内で待ち合わせ場所を決め

ましょう。

昨年の４･28沖縄デーの国会前デモ

・５月 執行部選挙
1年に1回、執行部を選出する全学投

票を行います。5月下旬に予定

・９月 全学連大会

東京で行われる全学連大会に参加し、

全国の学生自治会の仲間と交流します。

・10月 国際反戦デー闘争

66年ベトナム戦争中に反戦ゼネストが

闘われた10・21に反戦デモを行います。

・３月 沖大自治会理論合宿
学習会とレクを含めた合宿を行います。

・世界の学生との交流
昨年6月には、

香港の学生と｢沖
縄戦と基地問題｣
をテーマに交流
会を実現。世界
の学生との交流
も積極的に行っ
ていきます！



前代未聞！ ビラまき・集会禁止の学則
沖大当局は13年末、学生に黙って

学則を書き換え、ビラまきを全面禁

止にしました。昨年末には集会(20

条)・建物使用(21条)の規定を書き

換え、｢専任教職員の署名捺印｣がな

いと集会も教室等の使用もできない

ようにしました。学生だけでは禁止。

事実上、当局公認の団体やサークル

以外禁止だということです。

大学でビラまき・集会が禁止され

るなんてありえません。大学の主人

公は学生です。施設費を含めた学費

で維持している大学施設を学生が自

由に使うのは当たり前です。

冒頭でも紹介したように、多くの

沖大生が怒りの声を上げています。

当局は、こうした声を無視して｢学

則に従え｣と言っています。絶対に

許せません。学生の力で不当な規制

を撤廃させましょう！

沖大学生自治会とは？
学生自治会とは、学生として大学や社

会はどうあるべきかを議論し、学生の権

利と未来のために学生自身の意思に基づ

いて行動する自治組織です。毎年１回の

全学投票で執行部を選出します。週に１

回の執行部会議も行っています。

私たちは2014年５月に全学投票を行い

約20年ぶりに沖大学生自治会を再建しま

した。現在の執行部は、右にあるような

方針を訴え、昨年５月の投票で７割を超

える信任を得ることができました。

第22条 学生が印刷物を発行し配布する場

合は、その原稿を添え学生部に提出

して許可を受けなければならない。

第22条 学生の学内における宣伝活動・広

報活動等は17条に規定する掲示に

よる方法のみとする。

◆ビラまきは許可制→全面禁

◆集会や教室等の使用は届出制

→学生だけでは禁止
第2０条 学生が集会をしようとするときは、

その期日の1週間前までに所定の様

式により学生部に届け出て承認を

受けるものとする。

第20条 学生が集会をしようとするときは、

その期日の1週間前までに所定の

様式により専任教職員の署名捺印

を受け学生部に届け出て承認を受

けるものとする。

現執行部の方針(項目のみ)

★沖大生の力で辺野古新基地建設を

止めよう！

★沖縄大学を戦争反対のとりでに！

教授会権限もなくし、学長独裁へ

さらに当局は、教授、准教授、

講師からなる｢学部教授会｣や助教

を加えた｢全学教員会議｣を、大学

運営や教育研究について｢審議決定｣

する機関から｢学長が決定を行うに

当たり意見を述べる｣だけの機関に

変えてしまいました(15年２月)。

事実上の“学長独裁”です。

これは安倍政権が14年に強行し

た｢学校教育法｣改悪への追従です。

安倍政権は｢大学改革｣で｢大学自治｣

や｢学問の自由｣を解体し、軍事研

究など国策や企業に貢献する大学・

学問へと大転換させようとしてい

ます。仲地学長はこれに率先協力

しているのです。

委員長・副委員長への処分を撤回させよう！
当局は昨年８月、自治会の赤嶺委員

長と盛島副委員長に訓告処分を下しま

した。処分の理由は、自治会が昨年５

月18日に行った学内反戦集会が｢静穏

な環境を破壊し、秩序を乱した｣とす

るものです。絶対に許せない！ ｢お

かしいことはおかしい｣と全学生の先

頭で声を上げる２人への処分は、全沖

大生に｢大学に盾突いたらこうなるぞ。黙って従え｣と示すための見せしめです。

仲地博学長は新聞などで「辺野古新基地反対」などと言っていますが、その

一方で、学内から学生が戦争反対、基地建設反対で立ち上がることを禁圧し、

処分しています。安倍政権の進める戦争政治への最悪の協力者です。

｢戦争絶対反対！ 不当処分撤回！｣で全沖大生は団結しよう！ 仲地学長が学

生の声を無視し続けるなら、ストライキで学生が主人公だと示し、大学を取り

戻そう！ 処分を撤回させ、キャンパスを反戦のとりでに！

処分の理由となった５･18沖大反戦集会＆デモ

（｢沖縄大学学則｣2015年２月に改悪）

第55条 ３ 各学部教授会は次の号に掲げる事

項について議決する。

第56条 ４ 全学教員会議は、次の事項を議決

する。

５ 全学教員会議は、次の事項を審議

決定する。＜以下略＞

第55条 ３ 教授会は、学長が次に掲げる事項

について決定を行うに当たり意見を

述べるものとする。

第56条 ４ 全学教員会議は、学長が次に掲げ

る事項について決定を行うに当た

り、意見を述べるものとする。

５ 全学教員会議は、前項に規定する

もののほか、学長が全学的な教育

研究に関する重要な事項について

決定を行うにあたり、意見を述べ

ることができる。

◆教授会は｢審議決定機関｣→
｢学長に意見するだけの機関｣


